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４．プロジェクトの考え方・進め方

（７）みどりのボランティアの育成と持続的な拠点確保 

 ＜リーディングプロジェクト【７】＞ 

１）みどりのボランティアの育成と拠点の現状 

１）－１ みどりのボランティアの育成 

市内には、多摩市と協働してみどりのボランティア活動を行っていただいている愛護会やアダプ

ト、多摩グリーンボランティア森木会があります（図 4-(7)-4）。 

これらの団体の皆さんには「多摩市みどりのルネッサンス」を推進していくために、すでに実施

している多摩市グリーンボランティア講座や多摩市環境学習講座、グリーンライブセンターの３者

連携で実施している草花育てなどの各種講座を通じて、さらにみどりのボランティア育成を進めて

いきます。 

またみどりのボランティア育成にあたっては、市民の皆さんのみならず、市内の大学や企業など

とも協働して進めていきます。また、現在６大学（桜美林大学、大妻女子大学、恵泉女学園大学、

国士舘大学、多摩大学、東京医療学院大学）が位置しており、これらの大学との連携も視野に入れ、

みどりのボランティア育成やみどりの状況把握・情報蓄積・情報の整理分析などの方策検討を進め

ます。 

 

１）－２ さまざまな主体による市民協働の育成管理 

多摩市ではこれまでも、市民の皆さんやアダプト団体、愛護会、グリーンボランティア森木会の

方々に多摩市と協働して、さまざまなみどりのボランティア活動を行っていただいています（写

4-(7)-1、写 4-(7)-2、写 4-(7)-3、写 4-(7)-4 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写 4-(7)-2 アダプト団体(乞田ｽﾏｲﾙﾀｳﾝ)により 
緑化が行われている乞田川側道の様子 

写 4-(7)-1 アダプト団体(落合 5-3 花の会)による
宝野公園内の花植え活動の様子 

写 4-(7)-4 アダプト団体(一里塚緑会)により 
管理が行われている貝取山の様子 

写 4-(7)-3 グリーンボランティア森木会による
緑地の育成管理活動の様子 
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１）－３ 拠点施設（グリーンライブセンターなど）の現状 

グリーンライブセンター（図 4-(7)-2、写 4-(7)-5 参照）や鶴牧西公園のみどりの家や農家風休憩施

設（図 4-(7)-2、写 4-(7)-6 参照）は、「多摩市グリーンライブ構想※1」（平成元年 4月）に基づき、み

どり豊かで快適なまちづくりをめざし、都市の緑化を推進していくための拠点施設として、平成 2

年 4月から「多摩市立グリーンライブセンター及び多摩市立都市緑化植物園に関する規則」（平成 2

年多摩市立規則第 22 号）に基づき開設、管理運営されてきました。 

グリーンライブセンターでは、みどりに関する啓発や緑化相談、みどりに関する人材育成、植物

などに関わる情報発信をはじめ、さまざまな講座など事業を実施してきました。また、鶴牧西公園

では、果樹園や花の谷・野草園の育成管理を市民団体の皆様と

の協働で行ってきました。 

グリーンライブセンターは、「多摩市行財政再構築プラン」

に基づき、平成 23 年 4 月より多摩市・恵泉女学園大学・多摩

市グリーンボランティア連絡会の三者連携により企画運営を

し、施設の魅力づけや利用向上を図っています。 

具体的には、「集い・憩い・学びの拠点」をコンセプトに、

温室植物の育成管理やグリーンライブガーデンの草花や樹木

などの整備・育成管理を行ってきました（図 4-(7)-1 参照）。平成

25 年度には、市民向けの草花講座や樹木管理講座などを 125 回開催して、1,600 名を超える参加者

がありました。また、ライブガーデンの四季折々の草花などが豊かになったことで、4 万 4 千人近

い来館者があり、近年にない多さとなっています（図 4-(7)-3 参照）。 

鶴牧西公園は、平成 26 年度に水田の再整備を行うとともに、みどりの家の利用促進をめざし市民

の皆さんと話し合いを開催して、多くの市民の皆さんの関わりを促進することとしています。 

グリーンライブセンターや鶴牧西公園のみどりの家などは、来館者アンケートや講座後の意見交

換などから、市民の皆さんがみどりに関わる活動の重要な拠点であるとの意見が寄せられています。 

市においては、継続的な確保を図る主要な拠点施設として、その必要性を確認し、確保に向けて

の取り組みを検討します。 

  

図 4-(7)-2 継続的な確保を図る主な拠点施設位置 

写 4-(7)-5 グリーンライブセンター 

写 4-(7)-6 みどりの家など 

図 4-(7)-1 グリーンライブセンター
のロゴマーク 

グリーンライブセンター 

（多摩中央公園） 

みどりの家など 
（鶴牧西公園） 

※1 多摩市グリーンライブ構想 ： みどりを中心とした市民の皆さんの活動が生き生きと実践されていく事を表現しています。 
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図 4-(7)-3 グリーンライブセンターの案内チラシ 
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１）－４ 公園緑地ボランティア団体の活動場所 

 

 

 

 

  

図 4-(7)-4 多摩市公園緑地ボランティア団体 活動場所 位置図 
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１）－５ グリーンライブセンターの現状と今後の活用イメージ 

グリーンライブセンターの現状と今後の活用のイメージを、図 4-(7)-5 に整理しました。今後は、

三者連携推進会議の機能を十分に活用しながら、拠点機能の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-(7)-5 グリーンライブセンターの現状と活用イメージ 
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４）継続的な拠点確保 

４）－１ 継続的な拠点確保の取り組み 

市民の皆さんのみどりへの関わりによる、みどりの質の向上を図るには、活動の情報交換や情報

蓄積、技術習得、仲間作りなどのための継続的な拠点の確保が重要と考えます（写 4-(7)-7 参照）。 

多摩市には、前記したグリーンライブセンターと鶴牧西公園のみどりの家・農家風休憩施設があ

ります。これらの有効活用とその継続的な拠点確保を行います。 

またこれらの施設を活用して、ボランティアの育成及びみどりのアダプトや公園愛護会、グリー

ンボランティアなどの一体的な交流と情報交換を図ります。 

図 4-(7)-6 は、これらの取り組みの考えをイメージしたものです。関係する機関や団体の皆さん

との関連性に配慮しながら取り組みます。 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グリーンライブセンター 

〇知識の習得の場 
・情報の交流拠点 

・みどりについての学習 

・活動情報の共有 

みどりの家など（鶴牧西公園）

〇知識の実践の場 
・水田の復活 

・樹林地の再生 

・果樹園の活性化 

グリーンライブ構想
による一体的な活用

◇グリーンライブセンターと鶴牧西公園の農家風休憩施設などを、一体的に利用促進を図ります。 

◇みどりのコンソーシアムの検討にあたっては、市内の大学や企業などと連携を図りながら取り組みます。

◇コミュニティーデザインの活用にあたっては、街区公園や近隣公園などの育成管理を担っていただいてい

る市民の皆さんとの連携や大学などとの連携を基本に取り組みます。 

図 4-(7)- 6 拠点施設の更なる活用イメージ 

写 4-(7)-7 みどりの活動支援の様子 

 

多摩市 

市民 
団体 

グリーンライブ 
センター 

市内の 
大学・企業

○企画・運営 

・みどりのコンソーシアム 

（みどりの保全等について、共通の目標に向かって活動する個人、団体、企業などの組織） 

・地域の合意形成による公園の利活用の拡充（みどりのコミュニティデザインの活用） 

（地域の多様な意見の市民の皆さんが集まり、地域の特性に応じたみどりの保全のあり方に

ついて話し合い、合意形成する場の活用手法） 

 みどりの家
など 

多摩市 

市民 
団体 

市内の
大学・企業

学びの拠点 関わりの拠点 
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参考 

グリーンライブセンター連携推進会議では、平成 23 年度以来の企画運営状況や「多摩市みどりの

ルネッサンス」の推進状況などを踏まえて、平成 26 年 10 月に「～グリーンライブセンターの存続

に向けた中長期ビジョン～」を検討しています。以下に、参考として案を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案


